
那珂市議会だより那珂市議会だより那珂市議会だより那珂市議会だより
Ｎａｋａ　Ｃｉｔｙ　Ａｓｓｅｍｂｌｙ　Ｎｅｗｓ

No.4242

発行／那珂市議会

編集／議会広報編集委員会

〒311-0192 茨城県那珂市福田1819-5
TEL 029（298）1111（代表）
FAX 029（298）6287

MAIL gikai@city.naka.lg.jp
URL http://www.city.naka.lg.jp/

平成26年７月23日発行

平成26年那珂市議会第２回定例会

第２回議会報告会を開催 ２ページ

第２回定例会提出議案等 ４ページ

議案等の審議結果 ６ページ

委員会等報告 ８ページ

市政を問う　11議員が一般質問 10ページ

第３回定例会開会予定 16ページ

第９回「ガヤガヤ★カミスガ」（６月１日）

２
１
０
０
０
人
の
来
場
者
で

　
　
　

盛
り
上
が
る
駅
前
通
り



2那珂市議会だより №42

議会報告会

　

那
珂
市
議
会
で
は
、
議

会
基
本
条
例
を
制
定
し
、

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
て
、
議
会
改
革
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
報
告
会
と
は
、
議

員
が
直
接
、
議
会
の
内
容

を
市
民
の
皆
様
へ
報
告

し
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

市
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど

を
伺
う
場
所
と
し
て
開
催

す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
１
月
の
開
催

に
続
き
、
第
２
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
主
な
意
見

要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。（
●
市
民
意
見
、

　

 

▼
議
会
の
答
弁
要
旨
）

　

議
会
に
関
す
る
も
の

●
議
会
報
告
会
は
今
後
、

議
会
ご
と
に
行
う
の
か
。

▼
議
会
報
告
会
は
、
最
低

で
も
年
１
回
実
施
す
る
。

●
資
料
の
説
明
は
、
わ
か

り
や
す
く
補
足
説
明
を
し

て
ほ
し
い
。　

▼
限
ら
れ

た
時
間
で
簡
単
明
瞭
に
説

明
で
き
る
よ
う
に
考
え
て

い
く
。

●
市
長
の
座
談
会
に
対
す

る
地
区
議
員
の
か
か
わ
り

は
ど
う
な
の
か
。　

▼
議

員
と
市
長
は
、
二
元
代
表

制
の
立
場
か
ら
、
一
線
を

画
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考

え
る
。

●
一
般
質
問
の
時
間
が
、

１
時
間
と
な
り
昔
よ
り
短

く
な
っ
た
。
時
間
を
過
ぎ

る
と
、
答
弁
が
途
中
で
途

切
れ
る
の
は
考
え
て
ほ
し

い
。
議
論
の
活
性
化
を
し

て
ほ
し
い
。　

▼
時
代
の

流
れ
、
全
国
的
な
流
れ
、

実
際
の
質
問
時
間
、
議
会

運
営
の
効
率
化
、
傍
聴
者

の
意
見
な
ど
に
よ
り
質
問

時
間
は
変
わ
っ
て
き
た
。

会
議
概
要

①
議
会
報
告（
約
１
時
間
）

３
月
定
例
議
会
の
内
容
を

各
委
員
会
か
ら
報
告

・
議
会
運
営
委
員
会

・
総
務
生
活
常
任
委
員
会

・
産
業
建
設
常
任
委
員
会

・
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

②
質
疑
・
意
見
交
換

（
約
１
時
間
）

皆
様
よ
り
質
疑
や
ご
意
見

を
伺
い
、
議
会
に
関
す
る

も
の
に
は
回
答
し
ま
し

た
。

３
月
定
例
議
会
の
結
果
を
報
告
し
、

　

皆
様
か
ら
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

ま
た
、
反
問
権
に
よ
る
質

疑
応
答
は
時
間
に
含
め
な

い
な
ど
改
善
し
て
い
る
。

●
一
般
質
問
は
議
員
が
必

ず
１
時
間
質
問
を
し
て
ほ

し
い
。
議
員
は
一
般
質
問

を
す
る
べ
き
だ
。
議
員
を

削
減
し
て
、
や
る
気
の
あ

る
議
員
の
報
酬
を
上
げ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。　

▼

一
般
質
問
の
１
時
間
は
権

利
で
あ
り
義
務
で
は
な

い
。
目
立
つ
の
は
一
般

質
問
で
あ
る
が
、
委
員
会

の
審
議
で
も
議
会
は
活
動

し
て
お
り
傍
聴
し
て
ほ
し

い
。
定
数
は
、
現
在
特
別

委
員
会
を
設
置
し
て
審
議

し
て
い
る
。

●
水
戸
市
と
の
合
併
の
問

題
、
市
長
は
前
向
き
に
と

い
う
こ
と
だ
が
、
議
会
で

は
ど
う
い
う
審
議
を
し
て

い
る
の
か
。　

▼
議
会
と

し
て
合
併
の
話
は
し
て
い

な
い
。

　

市
政
に
関
す
る
も
の

●
那
珂
市
行
財
政
改
革
大

綱
第
３
次
実
施
計
画
で
、

経
常
収
支
比
率
80
パ
ー
セ

ン
ト
を
超
え
て
財
政
が
危

な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

那
珂
市
は
大
幅
に
超
え
て

い
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
改
善
し
て
い
く
の

か
。

●
井
戸
水
の
検
査
で
、
災

害
の
時
に
家
庭
に
井
戸
水

を
提
供
で
き
る
方
の
水
質

検
査
は
市
が
や
る
の
か
。

▼
水
質
検
査
は
、
個
人
的

に
実
施
し
て
い
た
だ
く
。

●
災
害
備
蓄
の
５
８
０
０

食
の
保
存
場
所
は
ど
こ

か
、
ど
ん
な
も
の
を
備
蓄

し
て
い
る
の
か
。

●
予
算
で
今
後
、
民
生
費

が
増
加
し
て
い
く
。
税
収

が
伸
び
な
い
中
、
何
を
削

っ
て
い
く
の
か
、
長
期
的

な
予
算
の
対
策
を
考
え
て

い
る
の
か
。

●
市
の
職
員
の
正
規
・
非

正
規
で
、
那
珂
市
は
、
非

正
規
職
員
が
50
％
を
超
え

て
い
る
。
人
件
費
を
抑
え

る
目
的
だ
と
思
う
が
、
組

織
的
に
問
題
が
な
い
の

か
、
そ
の
辺
の
見
直
し
は

ど
う
な
の
か
。

●
女
性
に
優
し
い
職
場
に

し
な
い
と
人
口
の
維
持
が

難
し
い
と
思
う
。
市
を
発

展
さ
せ
る
に
は
、
女
性
が

働
き
や
す
い
、
住
み
や
す

い
環
境
に
し
て
ほ
し
い
。

●
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の

埋
設
、
市
民
に
も
一
定
の

情
報
を
開
示
し
て
ほ
↖

第
２
回
議
会
報
告
会
を
開
催

開催概要
◎ふれあいセンター　ごだい

５月24日（土）

午後２時～午後４時20分

一般参加者　29人

発言者13人

出席議員　12人

◎ふれあいセンター　よこぼり

５月25日（日）

午後２時～午後４時

一般参加者　39人

発言者　７人

出席議員　12人

ふれあいセンター　ごだい
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↖
し
い
。
ガ
ス
漏
れ
の
災

害
は
、
起
こ
り
え
な
い
の

か
ど
う
か
。
安
全
面
に
つ

い
て
明
ら
か
に
し
て
ほ
し

い
。

●
災
害
時
に
水
が
出
な
い

場
合
な
ど
、
公
園
な
ど
に

井
戸
を
設
置
し
て
ほ
し

い
。

●
人
間
ド
ッ
ク
へ
の
負
担

を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

●
小
学
校
の
体
操
で
ラ
ジ

オ
体
操
を
実
施
し
て
ほ
し

い
。
社
会
人
に
な
っ
て
か

ら
必
要
で
あ
る
。

●
雨
水
排
水
路
の
設
置
を

お
願
い
し
た
い
。

●
後
台
駅
の
整
備
後
は
、

防
犯
、
環
境
衛
生
、
管
理

を
十
分
に
お
願
い
し
た

い
。

●
下
水
道
の
整
備
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

●
那
珂
町
と
瓜
連
町
の
合

併
に
よ
る
評
価
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

●
国
の
教
育
改
革
の
問
題

に
つ
い
て
、
現
場
の
教
員

の
声
を
引
き
上
げ
て
き
ち

ん
と
し
た
教
育
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

●
小
中
一
貫
に
つ
い
て
、

何
も
わ
か
ら
な
い
。
県
内

の
状
況
は
ど
う
な
の
か
、

教
職
員
の
増
減
や
、
県
や

国
の
教
育
行
政
と
の
関
連

は
ど
う
な
の
か
。
小
中
一

貫
の
場
合
の
相
対
的
な
経

費
の
比
較
は
検
討
し
た
の

か
。

●
市
の
ご
み
処
理
場
は
、

資
源
ご
み
で
も
持
ち
込
む

と
有
料
。
他
の
市
町
村
で

は
無
料
も
あ
る
。
段
ボ
ー

ル
、
新
聞
紙
、
雑
誌
類
、

金
属
な
ど
無
料
の
方
向
で

検
討
し
て
ほ
し
い
。

●
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
増

加
し
て
い
る
。
那
珂
市
の

保
護
区
を
解
除
し
て
ほ
し

い
。

●
向
山
の
市
有
地
が
藪
に

な
っ
て
、
イ
ノ
シ
シ
の
隠

れ
家
に
な
っ
て
い
る
。
市

有
地
の
利
活
用
や
対
策
に

つ
い
て
考
え
は
あ
る
の

か
。

●
額
田
の
城
跡
整
備
は
、

今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。

●
有
ヶ
池
の
水
田
周
辺
の

道
路
が
悪
い
。
そ
の
辺
の

対
応
は
考
え
て
い
る
の

か
。

●
笠
松
工
業
団
地
は
40
年

の
間
に
、
２
〜
３
社
し
か

誘
致
し
て
い
な
い
。
原
因

は
何
か
。

●
本
米
崎
小
学
校
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

●
バ
ス
が
走
れ
な
い
道
路

の
整
備
を
し
て
ほ
し
い
。

●
農
産
物
を
直
売
所
に
出

荷
す
る
と
、
東
海
村
で
は

15
％
が
、
農
業
振
興
と
い

う
名
目
で
手
数
料
が
返
っ

て
く
る
。
那
珂
市
で
は
で

き
な
い
の
か
。

●
茨
交
バ
ス
の
太
田
線
が

廃
止
に
な
っ
た
。
公
共
交

通
は
大
事
で
あ
り
、
交
通

弱
者
が
困
っ
て
い
る
。
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

全国市区議会
議会改革度ランキング

那珂市議会は
全国市区議会で第９８位（８１３市区議会中）
北関東で第２位（栃木・群馬・茨城）

　平成26年４月の日本経済新聞社の調査による
議会改革度ランキングにおいて、全国の813市区
議会の中で、那珂市議会は第98位、北関東地区
では、取手市に次いで第２位という結果になりま
した。この調査は、２年ごとに実施されており、
前回の平成24年４月の結果は、601位でした。
　当市議会は、平成24年の議員改選以来、議会
改革を推進してきました。開かれた議会を目指す
ことを目標に、委員会などを積極的に公開し、請
願陳情者が委員会に出席して説明できること、反
問権の導入、議会録画映像の公開、議会基本条
例制定、議会報告会の開催など、様々な取り組
みを試行錯誤しながら進めております。２年間の
一つ一つの積み重ねの結果、ランキングをアップ
させたものと考えております。
　当市議会の議会改革は、まだまだ課題が残さ
れております。今後も、引き続き、市民の皆様に
開かれた議会を目指して、改革に取り組んでまい
ります。

議会報告会アンケート結果
　24日と25日の２日間の参加者68人のうち、62

人から回答をいただきました。

（合計は、無回答を除いており一致しません）

地区 神崎 額田 菅谷 五台 戸多 芳野 木崎 瓜連 市外
人 ９ ４ １１ １６ １０ ０ ２ ５ ４

年代 ２０ ３０ ４０ ５０ ６０ ７０ ８０
人 ０ ０ ２ ２ ２２ ３２ ３

男女 男 女
人 ５２ ８

職業 会社員 自営業 農業 無職
人 ２ ４ １４ ３６

感想 よい ふつう わるい
人 ２７ ２６ ２

ふれあいセンター　よこぼり



６月９日　本会議
　　　　　（議案の上程説明など）

６月11日　本会議
　　　　　（一般質問　６名）

６月12日　本会議
　　　　　（一般質問　５名）
　　　　　（議案質疑、議案等の委員会
　　　　　付託）

６月16日　総務生活常任委員会

６月17日　教育厚生常任委員会

６月18日　産業建設常任委員会

６月24日　本会議
　　　　　（委員長報告、採決など）

市長提出議案等（12件）

条例関係　　３件（すべて承認）

予算関係　　７件（１件を修正可決）

その他　　　２件（すべて報告・可決）

議員提出議案等（1件）

意見書　　　１件（９ページを参照）

請願・陳情（3件）

請願　　　　２件（９ページを参照）

陳情　　　　１件（９ページを参照）

平 

成 

26 

年 

第 

２ 

回 

定 

例 

会 

概 

要
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本　会　議

平成26年第２回定例会
（６月９日～６月24日）

議案件数と結果

補正予算など12議案を可決
補正予算１件を修正可決しました

全
12
件
の
議
案
等
を
審
議

　

今
定
例
会
に
執
行
部
か
ら

提
出
さ
れ
た
議
案
等
は
、
平

成
26
年
度
の
補
正
予
算
な

ど
、
全
12
件
で
す
。
議
案
は

付
託
さ
れ
た
各
常
任
委
員
会

で
審
議
さ
れ
た
後
、
最
終
日

に
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
の
う
ち
、
１
件
は
常

任
委
員
会
か
ら
修
正
案
が
提

出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
修

正
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
決
結
果
、
審
議
内
容
に

つ
い
て
は
、
６
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

今
定
例
会
は
、
平
成
26
年

６
月
９
日
〜
24
日
の
16
日
間

に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

議
員
表
彰

　

全
国
及
び
茨
城
県
市
議
会

議
長
会
か
ら
の
議
員
表
彰
、

感
謝
状
に
つ
い
て
、今
年
は
、

２
名
の
議
員
が
対
象
と
な
り

ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
次
の
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

請
願
・
陳
情
に
基
づ
き
意
見

書
を
提
出

　

今
定
例
会
で
は
、
３
月
定

例
会
か
ら
の
継
続
審
査
も
含

め
、
３
件
の
請
願
・
陳
情
が

審
議
対
象
と
な
り
、
１
件
を

不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　

採
択
と
な
っ
た
案
件
に
つ

い
て
は
、
国
に
対
し
、
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
９
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

定例会最終日（６月 24 日）の本会議の様子
委員長報告の後、議案等の採決では

３議案で賛否が分かれました（７ページを参照）
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本　会　議

全
国
・
茨
城
県
市
議
会
議

長
会
自
治
功
労
者
表
彰

　

以
下
の
議
員
が
、
全
国

及
び
茨
城
県
市
議
会
議
長

会
か
ら
自
治
功
労
の
表
彰

と
感
謝
状
を
受
け
、
６
月

９
日
の
本
会
議
の
際
に
議

長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

◆
全
国
市
議
会
議
長
会

【
表
彰
】

○
正
副
議
長
４
年
以
上

福
田　

耕
四
郎　

議
員

○
議
員
在
職
15
年
以
上

加
藤　

直
行　

議
員　

【
感
謝
状
】

○
全
国
市
議
会
議
長
会

建
設
運
輸
委
員
会
委
員

福
田　

耕
四
郎　

議
員

◆
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

【
表
彰
】

○
正
副
議
長
４
年
以
上

福
田　

耕
四
郎　

議
員

○
議
員
在
職
15
年
以
上

加
藤　

直
行　

議
員　

【
感
謝
状
】

○
茨
城
県
市
議
会
議
長
会

副
会
長

福
田　

耕
四
郎　

議
員

補　正　予　算
平成 26 年度補正予算１件を修正可決、２件を原案可決

会　計　名 補　正　額 補正内容 補正後の総額

一般会計補正予算
（第1号）
（修正可決）

修正後
7,034万4千円

（原案）
7,734万4千円

下水道事業特別会計繰出金など

182億 2,034万4千円
（修正理由）
上菅谷駅前の公衆トイレ建設に700万円を追加した
2,760万円の事業費は高すぎると思われる上、見積額の
明細が示されないため予算の妥当性の判断もできない。
また、公衆トイレをＪＲの敷地に建設する計画は白紙に
戻し、駅に隣接する市有地に、市が独自に建設するこ
とも検討するべきである。そのため、上菅谷駅舎建設
事業の補正額700万円を全額削除する。

下水道事業特別会計補正
予算（第1号）

4,500万円 単独災害復旧事業 23億 7,500万円

一般会計補正予算
（第2号）

65万1千円
住民投票条例検討委員会
設置事業

182億 2,099万 5千円

◆◆那珂市議会ホームページのお知らせ◆◆
　那珂市議会は、市民に開かれた議会を

目指します。

　平成26年５月から、那珂市議会ホーム

ページに、会議の予定を掲載したカレン

ダーを、新たに設けました。詳しくは、

那珂市議会のホームページをご覧くださ

い。

←市議会のページの「那珂市議会カレン

ダー」をクリックすると、左のようなカ

レンダーをご覧いただけます。

那珂市ホームページ

　http://www.city.naka.lg.jp/

ここをクリック
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委員会審議

委　

員　

会　

審　

議

総務生活常任委員会での審議

総
務
生
活
常
任
委
員
会

瓜
連
駅
北
側
市
有
地
等
の

活
用
に
つ
い
て
（
報
告
案

件
）

　

市
で
は
、
現
在
未
利
用

と
な
っ
て
い
る
瓜
連
駅
北

側
の
約
１
．
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
市
有
地
（
一
部
民
有

地
を
含
む
）
の
有
効
活
用

を
図
る
た
め
、
民
間
事
業

者
へ
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
よ
り
公
募
を
行
い
、

活
用
内
容
を
審
査
し
た
上

で
、
土
地
を
賃
貸
、
又
は

売
却
し
よ
う
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

問　

こ
の
土
地
の
今
ま
で

の
検
討
経
緯
を
知
り
た

い
。

答　

瓜
連
町
が
福
祉
関
連

施
設
の
用
地
と
し
て
取
得

し
、
具
体
的
な
活
用
を
模

索
し
て
き
た
が
、
結
論
が

出
な
い
た
め
、
用
途
を
広

げ
、
民
間
か
ら
提
案
型
の

公
募
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

住
民
投
票
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
（
報
告
案
件
）

　

市
で
は
、
市
政
の
重
要

事
項
の
住
民
意
思
に
つ
い

て
、
投
票
に
よ
り
確
認
す

る
制
度
を
導
入
す
る
考
え

で
す
。
そ
の
制
度
を
構
築

す
る
た
め
の
検
討
委
員
会

を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

（
８
ペ
ー
ジ
参
照
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

問　

上
菅
谷
駅
舎
建
設
事

業
費
は
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
工
事

の
見
積
の
明
細
が
示
さ
れ

ず
判
定
材
料
が
な
い
た

議 案 の 議 決 結 果 一 覧
※請願・陳情は別途掲載しております。９ページをご覧ください。

執 行 部 提 出 議 案 等
件　　名 結果 内　　容

報　　告

第3号 専決処分について（那珂市税条例の一部を
改正する条例）

承認
地方税法の一部改正に伴うもので、主に、優良住宅地等の造成等のた
めの長期譲渡所得に係る軽減税率の適用期限の延長を講じるなどの内
容（平成 26 年 4 月 1日施行）

第4号 専決処分について（那珂市都市計画税条例
の一部を改正する条例）

承認
地方税法の一部改正に伴うもので、主に、一部条文の見直しによる改
正（平成 26 年 4 月 1日施行）

第5号 専決処分について（那珂市国民健康保険税
条例の一部を改正する条例）

承認

地方税法の一部改正に伴うもので、主に、国民健康保険税の課税額の
うち、後期高齢者支援金等課税額・介護納付金課税額の賦課限度額の
引上げ、及び国民健康保険税の減額において、対象者及び控除額を拡
大するもの（平成 26 年 4 月 1日施行）

第6号 専決処分について（損害賠償請求に関する
和解及び損害賠償の額の決定）

報告 市の過失による事故等に対する損害賠償額の報告

議　　案

第43号 工事請負契約の締結について 可決
耐震診断の結果を受け、菅谷西小学校の耐震補強工事及び電気・機械
設備等の大規模改修工事について工事請負契約を締結するもの

予　算　関　係
件　　名 結果 内　　容

報　　告

第7号 平成 25 年度那珂市一般会計繰越明許費繰越計算書について 報告

前年度からの事業費
繰越額の報告

第8号 平成 25 年度那珂市下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書について 報告

第9号 平成 25 年度那珂市農業集落排水整備事業特別会計繰越明許費繰越計算書について 報告

第10号 平成 25 年度那珂市上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計繰越明許費繰越計算書について 報告

議　　案

第41号 平成 26 年度那珂市一般会計補正予算（第 1号）
修正
可決 平成 26 年度各種会計

補正予算
（5ページを参照）

第42号 平成 26 年度那珂市下水道事業特別会計補正予算（第 1号） 可決

第44号 平成 26 年度那珂市一般会計補正予算（第 2号） 可決

議 員 提 出 議 案 等
件　　名 結果 内　　容

意　見　書

新聞への消費税軽減税率適用を求める意見書 可決 詳細は９ページを参照
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委員会審議

産業建設常任委員会での審議

教育厚生常任委員会での審議

め
、
こ
の
補
正
は
認
め
ら

れ
な
い
。
ト
イ
レ
は
Ｊ
Ｒ

敷
地
で
は
な
く
、
市
有
地

に
建
設
す
る
こ
と
も
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

現
在
の
ト
イ
レ
わ
き

の
駐
輪
場
が
市
有
地
で
、

こ
こ
に
変
更
が
可
能
か
と

思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
工

事
の
変
更
と
な
る
と
Ｊ
Ｒ

と
の
再
度
協
議
が
必
要
に

な
り
ま
す
が
、
現
在
の
工

事
の
残
工
事
が
出
る
と
思

わ
れ
る
た
め
、
そ
の
協
議

も
必
要
で
す
。
ま
た
、
場

所
を
移
す
と
、
新
た
に
設

計
変
更
の
委
託
料
が
生
じ

る
と
思
わ
れ
、
こ
れ
は
概

算
で
１
０
０
万
円
以
内
だ

と
思
い
ま
す
。
仮
に
、
市

有
地
で
市
内
の
指
名
業
者

が
作
る
場
合
、
金
額
は

は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
少
な
く
と
も
Ｊ
Ｒ
の

管
理
費
約
１
０
０
万
円
は

減
ら
せ
る
と
考
え
ま
す
。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

問　

が
ん
検
診
推
進
事
業

の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
新

た
に
配
布
す
る
対
象
者

は
。

答　

通
常
の
対
象
者
は
、

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
20
歳

か
ら
40
歳
ま
で
の
５
歳
き

ざ
み
、
乳
が
ん
検
診
は
40

歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
５
歳

き
ざ
み
で
す
が
、
今
年
度

は
、
受
診
率
向
上
を
目
指

し
て
、
平
成
21
年
度
か
ら

24
年
度
ま
で
に
配
布
対
象

と
な
っ
た
方
の
う
ち
、
受

診
し
な
か
っ
た
方
に
、
再

度
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配

布
し
ま
す
。

専
決
処
分
（
那
珂
市
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
）

問　

国
民
健
康
保
険
税
の

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

に
よ
り
影
響
を
受
け
る
世

帯
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答　

こ
の
改
正
は
、
国
民

健
康
保
険
税
の
課
税
額
の

う
ち
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
と
介
護
納
付
金
の
部
分

の
課
税
限
度
額
を
そ
れ
ぞ

れ
２
万
円
引
き
上
げ
る
も

の
で
す
。
影
響
を
受
け

る
世
帯
は
、
年
間
所
得

９
０
０
万
円
以
上
の
約

１
８
０
世
帯
で
、
改
正
に

よ
り
保
険
料
が
最
大
４
万

円
上
が
り
ま
す
。

逆
に
、
所
得
の
低
い
方
へ

の
保
険
税
の
軽
減
措
置
に

つ
い
て
は
、
今
回
の
改
正

で
、
５
割
軽
減
、
２
割
軽

減
と
も
に
、
軽
減
の
判
定

計
算
の
際
の
控
除
額
が
上

が
り
、
保
険
税
の
軽
減
対

象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

賛 成 多 数 に よ り 議 決 し た 議 案
○：賛成　●：反対　　※議長（助川　則夫議員）は採決に加わりません。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

議案等名
議決
結果

筒
井
か
よ
子

寺
門　
　

厚

小
宅　

清
史

助
川　

則
夫

綿
引　

孝
光

木
野　

広
宣

古
川　

洋
一

中
庭　

正
一

萩
谷　

俊
行

勝
村　

晃
夫

中
﨑　

政
長

笹
島　
　

猛

君
嶋　

寿
男

武
藤　

博
光

遠
藤　
　

実

福
田
耕
四
郎

須
藤　
　

博

加
藤　

直
行

石
川　

利
秋

木
村　

静
枝

海
野　
　

進

木
内　

良
平

報告第 5号
専決処分について（那
珂市国民健康保険税条
例の一部を改正する条
例）

承認 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ －

議案第 41 号
平成 26 年度那珂市一般
会計補正予算（第 1号）
（修正案） 修正

可決

○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ －

議案第 41 号
平成 26 年度那珂市一般
会計補正予算（第 1号）
（修正以外の部分）

○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

請願第 1号
要支援者を介護予防給
付から切り離すことに
反対の請願書（9 ペー
ジを参照）

不採択 ● ○ ○ － ● ● ○ ● ● ○ ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ●
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全　員　協　議　会

委 員 長 報 告 （ 閉 会 中 ）

◎
６
月
９
日

◆
閉
会
中
の
常
任
委
員
会

調
査
等
案
件
の
報
告

　

今
回
か
ら
、
原
則
と
し

て
、
執
行
部
か
ら
の
報
告

案
件
に
つ
い
て
は
、
所
管

の
各
常
任
委
員
会
で
対
応

し
、
委
員
会
の
調
査
内
容

と
あ
わ
せ
て
、
委
員
長
が

直
近
の
全
員
協
議
会
で
報

告
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

報
告
内
容
は
、
上
記

「
委
員
会
報
告（
閉
会
中
）」

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

◎
６
月
23
日

◆
住
民
投
票
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
（
総
務
生
活
常

任
委
員
会
報
告
）

　

住
民
投
票
条
例
は
、
東

海
第
二
原
子
力
発
電
所
の

再
稼
働
と
い
う
背
景
も
あ

り
、
市
で
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

制
定
さ
れ
れ
ば
茨
城
県
内

で
初
の
取
組
み
と
な
り
ま

す
。

　

那
珂
市
で
は
、
対
象
事

項
や
発
議
方
法
を
あ
ら
か

海
第
二
原
子
力
発
電
所
に

つ
い
て
、
新
し
い
規
制
基

準
へ
の
適
合
性
を
確
認
す

る
た
め
の
審
査
申
請
を
国

の
原
子
力
規
制
委
員
会
へ

行
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

申
請
内
容
に
つ
い
て
日
本

原
子
力
発
電
株
式
会
社
に

説
明
を
求
め
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
、
機
器
等
の

老
朽
化
に
対
す
る
対
策
は

大
丈
夫
な
の
か
、
テ
ロ
対

策
は
ど
う
か
、
想
定
外
を

想
定
す
る
た
め
の
議
論
を

行
っ
た
か
、
現
場
で
働
く

人
す
べ
て
に
安
全
教
育
が

行
き
届
い
て
い
る
の
か
、

使
用
済
燃
料
の
対
策
は
な

さ
れ
て
い
る
か
、
災
害
が

起
き
た
場
合
の
補
償
は
万

全
か
な
ど
様
々
な
質
問
が

投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
天
災
、
人
災
は
起

こ
り
う
る
も
の
で
あ
り
、

対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
を

強
く
求
め
る
意
見
も
出
さ

れ
、
安
全
対
策
が
な
さ
れ

て
い
る
か
に
つ
い
て
、
入

念
な
確
認
を
行
い
ま
し

た
。

　

日
本
原
子
力
発
電
と
し

て
は
、
設
備
等
の
安
全
対

策
は
十
分
に
行
っ
て
お

り
、
職
員
の
教
育
、
訓
↖

じ
め
制
定
し
て
お
き
、
要

件
を
満
た
し
た
場
合
に
実

施
で
き
る
、
常
設
型
住
民

投
票
条
例
の
制
定
を
目
指

す
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ

の
た
め
に
、
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
十
分
な
議
論

を
行
っ
た
上
で
、
来
年
３

月
の
議
会
に
条
例
案
を
提

出
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

議
員
か
ら
は
、
投
票
結

果
に
し
ば
ら
れ
る
場
合
が

あ
る
こ
と
や
、
行
政
や
議

会
の
地
位
低
下
を
招
く
恐

れ
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

指
摘
が
あ
り
、制
定
に
は
、

十
分
慎
重
に
検
討
し
て
い

く
こ
と
を
求
め
る
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

（
市
民
協
働
課
）

◆
日
本
原
子
力
発
電(

株)

に
よ
る
安
全
審
査
申
請
の

内
容
説
明

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
の
教
訓
か
ら
原

子
力
発
電
の
従
来
の
基
準

が
見
直
さ
れ
、
平
成
25
年

７
月
８
日
に
新
し
い
規
制

基
準
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
以
降

稼
働
を
停
止
し
て
い
る
東

委 員 会 等

委員会名 実施日 会　議　経　過

総務生活
常任委員会

5月 12 日
議会報告会に向けた報告内容の検討を行いました。また、前回の委員会で決定した「環
境保全調査」という調査事項に関して、具体的な調査内容について協議を行いましたが、
結論が出ず、6月定例会以降に再検討することになりました。

産業建設
常任委員会

5月 8日
議会報告会の報告内容を検討したほか、「ブランド品、特産品における地域の活性化」を
調査事項とすることに決定しました。また、農政課、都市計画課から、6月定例会提出
予定の案件等について説明を受けました。

教育厚生
常任委員会

4月 30 日
5 月 13 日

4 月 30 日に、地域の声を学校運営に活かす取り組みとして、「コミュニティ・スクール」
を調査事項とすることに決定しました。
5月 13 日は、前定例会から継続審査となっている請願の審議と、議会報告会に向けた報
告内容の検討を行いました。
なお、定例会期中の 6月 17 日の委員会で、教育委員会から「コミュニティ・スクール」
について、内容や市の現状と課題などの説明を受けました。また、７月に三重県、滋賀
県での先進地視察を行い、どのような導入が望ましいかを調査研究していくことにしま
した。

原子力安全対策
常任委員会

5月 16 日

那珂核融合研究所、三菱マテリアル、三菱原子燃料、ジェー・シー・オーの 4事業所か
ら年間事業計画の説明を受けました。
また、市内原子力事業所の気体廃棄物については、いずれの事業所も放出管理目標値を
下回っていたことを確認しました。

議員定数等調査
特別委員会

4月 21 日

委員会の目的や調査検討する内容について確認し、現在の議員定数、議員報酬、政務活
動費の状況について調査しました。議員定数、報酬、政務活動費について、12 月頃まで
に委員会としての意見をまとめていく方針で進めていくこととし、意見をまとめるに当
たっては、市民の意見を聴取するため、公聴会を開催することにしました。

各委員会で、新たな調査事項を検討、決定しました。



請願・陳情の審査結果請願・陳情の審査結果

　介護保険制度において、これまで要支援者に行っていた介護予防給付のうち、訪問介護、通所介護を予防給付から

切り離して市町村が行うことにしようとしていることに反対するものです。

　委員から、地域格差を生じさせないためにも国で一律の給付を行うべきという賛成の意見が出された一方で、現時

点ではサービスの低下は把握しておらず、今後は市としても介護予防に力を入れ、地域と協力しながら市独自のケア

を進めていくべきであるという反対の意見も出されました。

　採決の結果、可否同数であったため、委員長の採決により不採択とすべきものと決定しました。

（教育厚生常任委員会）

　請願者　水戸市城南３－１５－２４　茨城県社会保障推進協議会代表委員　瀧澤　利行　外２名

　消費税10％への引上げに際し、複数税率の導入と新

聞への軽減税率適用を実現すること、軽減税率適用を

求める意見書を提出することを求めるものです。

　委員会では、民主主義を支える公共財として、多く

の先進国で新聞と知識に対する課税は最低限にされて

いること、県議会をはじめ、他の県内市議会等でもそ

の趣旨に賛同していることから、採決の結果、全会一

致で採択すべきものと決定しました。

（総務生活常任委員会）

　請願者　那珂市菅谷６７６

　　　　　有限会社大和田新聞販売

　　　　　代表取締役　大和田　勝征

　「解雇の金銭解決制度」、「限定正社員」制度の普及、「ホ

ワイトカラー・イグゼンプション」の導入などを行わないこ

と、派遣労働者のより安定した直接雇用への誘導と処遇

改善に向けた法改正を行うこと、雇用・労働政策に係る

議論はＩＬＯの三者構成主義に則って労働政策審議会で行

うこと、以上３点を国に求める意見書の採択と提出を求め

るものです。内容は賛同できるものであり、採決の結果、

全会一致で採択すべきものと決定しました。

（産業建設常任委員会）

　請願者　水戸市梅香２－１－３９

　　　　　日本労働組合総連合会　茨城県連合会

　　　　　会長　和田　浩美

要支援者を介護予防給付から切り離すことに反対の請願書

新聞購読料への消費税
軽減税率適用を求める陳情

「労働者保護ルールの
現行制度の維持・改善を
求める意見書」の採択に関する請願

不採択

採 択 採 択

意
見
書
を
提
出

意
見
書
を
提
出

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
現
行
制
度
の

維
持
・
改
善
を
求
め
る
意
見
書

　

政
府
の
一
部
会
議
体
に
見
ら
れ
る
、
労

働
者
の
安
易
な
解
雇
や
長
時
間
労
働
の
助

長
、
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
後
退
を
招
く

恐
れ
の
あ
る
動
き
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
提
唱
す
る

公
・
労
・
使
の
三
者
構
成
原
則
か
ら
逸
脱

し
た
政
府
の
仕
組
み
に
反
対
し
、
そ
れ
ら

の
是
正
を
求
め
る
も
の
で
す
。

提
出
先

　

内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、

　

経
済
再
生
担
当
大
臣
、

　

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
規
制
改
革
）、

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長

新
聞
へ
の
消
費
税
軽
減
税
率
適
用
を

求
め
る
意
見
書

　

新
聞
は
国
民
の
知
る
権
利
を
支
え
、
活

字
文
化
の
保
持
に
寄
与
す
る
生
活
必
需
品

で
あ
り
、
国
民
が
国
の
針
路
な
ど
に
つ
い

て
的
確
な
判
断
を
行
う
た
め
に
も
、
様
々

な
分
野
の
情
報
を
入
手
し
や
す
い
環
境
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
消
費
税
引
き
上

げ
に
際
し
、
複
数
税
率
の
導
入
と
新
聞
へ

の
軽
減
税
率
適
用
を
求
め
る
も
の
で
す
。

提
出
先

　

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
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↖
練
な
ど
、
安
全
へ
の
意

識
づ
け
も
し
っ
か
り
行

い
、
万
一
の
場
合
も
、
補

償
な
ど
、
誠
意
あ
る
対
応

を
取
り
た
い
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

◎
そ
の
他
の
会
議
事
件

◆
常
任
委
員
会
所
管
事
項

調
査
報
告

・
総
務
生
活
常
任
委
員
会

（
４
件
）

・
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

（
４
件
）

◆
追
加
議
案
に
つ
い
て

（
平
成
26
年
度

那
珂
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
））

全員協議会での審議

請願・陳情



[一般質問の記事は、質問した議員が各自で作成しています]
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Q
&
A

市 政 を 問 う
11
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

　
　
　

様
々
な
視
点
か
ら

　
　
　
　
　

市
政
を
問
い
ま
し
た
。

市 政 を 問 う

　

土
砂
等
の
土
地
の
埋
立

て
条
例
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
こ
の
条
例
は
申
請
前

に
事
前
審
査
が
必
須
条
件

で
す
が
、
福
田
地
区
の
住

民
か
ら
ダ
ン
プ
カ
ー
が
出

入
り
し
て
い
て
埋
め
立
て

を
し
て
い
る
と
い
う
不
安

の
声
を
耳
に
し
ま
し
た
。

条
例
に
は
面
積
要
件
と
し

て
、
市
は
５
０
０
㎡
以
上

５
０
０
０
㎡
未
満
と
定
義

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

現
地
は
約
７
０
０
０
㎡

で
、
市
の
許
可
で
は
な
く

県
の
許
可
に
な
る
の
で
は

な
い
で
す
か
。
条
例
の
趣

旨
に
則
り
職
務
を
全
う
し

て
頂
き
た
い
と
要
望
し
ま

す
。
ま
た
、今
回
の
場
合
、

自
治
会
長
さ
ん
に
連
絡
が

な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。

　

市
民
生
活
部
長　

今
回

の
場
合
は
近
隣
住
民
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
、
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

副
市
長　

県
条
例
に
は

面
積
の
合
算
規
定
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
事
例

は
市
条
例
に
適
合
さ
せ
る

も
の
で
す
。

　

市
長　

今
後
は
自
治
会

長
さ
ん
に
お
話
を
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

は
か
り
ま
し
て
、
ご
提
案

さ
れ
た
こ
と
を
胸
に
刻
み

ま
し
て
、
し
か
る
べ
く
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

土
砂
等
の
埋
立
て
の
適
正
管
理
を

土
砂
等
の
埋
立
て
の
適
正
管
理
を

今
後
、
し
か
る
べ
く
対
応
し
ま
す

福田耕四郎 議員

質問事項
１　土砂等による土地の埋立

てについて

２　廃棄物について

那珂市土砂等による土地の埋立て等の規制
に関する条例（一部抜粋）

一般質問　Q&A

第６条　埋立て等区域の面積が500平

方メートル以上5,000平方メートル

未満の土地の埋立て等(当該埋立て

等区域の土地に隣接する土地におい

て、当該土地の埋立て等を行う者若

しくは当該埋立て等区域と同一の所

有者により当該土地の埋立て等を施

工する日前1年以内に土地の埋立て

等が行われ、又は現に行われている

場合は、その面積を合算するものと

する。)を行おうとする者は、市長

の許可を受けなければならない。
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一般質問　Q&A

一般廃棄物/一人１日当たりの排出量（g/人・日）と
年間総排出量の推移

生ゴミ処理機購入補助件数の推移

　

第
２
次
那
珂
市
環
境
基

本
計
画
で
は
、
ご
み
の
発

生
抑
制
・
再
使
用
・
リ
サ

イ
ク
ル
を
徹
底
し
平
成
34

年
度
に
、
ご
み
総
排
出
量

を
平
成
12
年
度
の
20
％
を

削
減
す
る
と
し
て
い
る

が
、
具
体
的
な
目
標
数
値

が
未
設
定
で
す
。
①
目
標

値
と
設
定
根
拠
は
何
か

伺
い
ま
す
。
②
10
年
で

３
千
８
百
ト
ン
減
ら
す
こ

の
目
標
値
を
市
民
に
告
知

し
ま
し
た
か
。
３
千
８
百

ト
ン
減
の
告
知
は
未
実
施

に
つ
き
、
年
度
別
に
何
を

ど
れ
だ
け
減
ら
す
の
か
市

民
へ
至
急
告
知
願
い
ま

す
。
ご
み
減
量
化
は
紙
と

生
ご
み
を
最
重
点
に
減
ら

さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
③

そ
の
他
紙
類
の
分
別
回
収

袋
の
設
定
や
生
ゴ
ミ
処
理

機
器
使
用
者
増
の
簡
易
生

ゴ
ミ
処
理
器
の
導
入
促

進
、
補
助
対
象
枠
の
拡
大

を
検
討
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
民
生
活
部
長　

①
国

の
定
め
る
数
値
を
元
に

総
排
出
量
削
減
目
標
は

１
万
５
３
７
０
ト
ン
で

す
。
②
ご
み
排
出
に
当
た

っ
て
の
削
減
の
お
願
い
を

し
ま
し
た
。
③
そ
の
他
紙

類
の
分
別
回
収
袋
は
各
家

庭
で
準
備
お
願
い
し
ま

す
。
生
ゴ
ミ
処
理
機
器
は

補
助
対
象
枠
の
拡
大
を
検

討
し
ま
す
。
簡
易
生
ゴ
ミ

処
理
器
の
回
答
は
後
日
と

な
り
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

可
燃
ご
み
の
紙
類
・
生
ゴ
ミ
削
減
重
点

質問事項
１　ごみの減量化について

２　職員の人材育成について

３　友好都市交流について

４　戸多小学校跡地利用につ

いて

　

①
原
子
力
災
害
時
に
配

布
す
る
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の

現
在
の
保
管
数
量
、
そ
の

数
量
で
市
民
全
員
が
賄
え

る
の
か
、
ど
こ
に
保
管
し

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

危
機
管
理
監　

安
定
ヨ

ウ
素
剤
は
40
歳
未
満
の
分

と
し
て
丸
薬
４
万
錠
、
内

服
液
に
調
製
す
る
粉
薬
を

５
０
０
ｇ
保
管
し
て
お

り
、
不
足
分
は
今
年
度
中

に
県
が
購
入
し
、
市
民
全

員
分
が
確
保
で
き
る
予
定

で
す
。
保
管
場
所
は
市
役

所
と
ひ
だ
ま
り
で
す
。

　

②
保
管
場
所
は
２
カ
所

と
の
こ
と
で
す
が
、
ス

ム
ー
ズ
に
配
布
で
き
る
よ

う
各
地
区
に
分
散
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、

配
布
が
必
要
に
な
っ
た
場

合
の
薬
剤
師
の
関
わ
り
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

危
機
管
理
監　

保
管
場

所
は
、
緊
急
時
に
速
や
か

に
取
り
出
し
、
配
布
が
で

き
る
場
所
で
あ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
避
難
経
路
付

近
の
公
共
施
設
や
学
校
も

含
め
、
避
難
計
画
の
中
で

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
緊
急
時
の
配
布
で

は
、
幼
児
用
内
服
液
の
調

製
を
含
め
、
薬
剤
師
と
の

連
携
は
不
可
欠
に
な
り
ま

す
の
で
、
今
後
、
そ
の
体

制
づ
く
り
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
分
散
配
備
し
て
は

安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
分
散
配
備
し
て
は

避
難
計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
き
ま
す

萩谷俊行 議員

寺門　厚 議員

質問事項
１　ヨウ素剤について

２　額田城跡の今後の整備は

安定ヨウ素剤（丸薬）
安定ヨウ素剤を事前に服用すること
で、放射性ヨウ素による甲状腺の内
部被ばくを低減することができます。

年度

一人1日当たり
の排出量
(g/人・日)

基準年比
増減率
(％)

年間総排出量
(t)

「参考」茨城県
(g/人・日)

「参考」全国
(g/人・日)

那珂町 瓜連町
平成12年度 936.2 802.6 19,212 1,033.3 910.0
平成13年度 948.5 823.7 18,709 1,034.6 914.2
平成14年度 916.7 917.9 18,019 1,029.5 917.8
平成15年度 920.7 866.5 18,015 1,027.4 930.3
平成16年度 915.8 18,005 1,011.5 959.9
平成17年度 937.3 ― 19,364 1,033.4 982.2
平成18年度 945.5 ▲ 0.875 19,495 1,022.7 979.4
平成19年度 900.2 △ 3.96 18,593 1,000.6 979.9
平成20年度 884.5 △ 5.63 18,163 975.0 920.4
平成21年度 823.8 △ 12.1 16,870 949.7 908.0
平成22年度 859.3 △ 8.32 17,549 948.0 900.9
①平成24年度 843.0 (90.0％) (△10.0) 17,224 (89.6％) (△10.4)
②平成25年度 832.8 (89.0％) (△11.0) 17,009 (88.5％) (△11.5)
※( )内は平成12年度を100とした場合の比較①H24年はH24.9.1の人口55,974人にて算出

②H25年はH25.9.1の人口55,954人にて算出
(出典：国立環境研究所　環境指標・統計より)

(単位:台)
年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

コンポスト 23 49 53 35 35
電動処理機 25 29 23 18 10
合計 48 78 106 53 45

(出典：第2次那珂市基本計画）
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近
年
増
加
し
て
い
る
空

き
家
の
対
策
と
し
て
、
昨

年
「
空
き
家
の
適
正
管
理

条
例
の
制
定
」「
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
の
導
入
」
を

提
案
し
ま
し
た
が
、
ど
の

よ
う
な
検
討
を
さ
れ
た
か

伺
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内

の
空
き
家
の
現
状
を
把
握

す
る
た
め
の
調
査
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
し

て
、
老
朽
化
し
た
空
き
家

に
は
、
適
正
管
理
を
所
有

者
に
〝
お
願
い
す
る
し
か

な
い
〞
現
状
を
変
え
る
た

め
に
、
代
執
行
ま
で
見
据

え
た
条
例
を
早
急
に
制
定

す
べ
き
。
一
方
、
利
活
用

が
可
能
な
空
き
家
に
つ
い

て
は
空
き
家
バ
ン
ク
を
利

用
し
て
、
那
珂
市
へ
の
定

住
希
望
者
に
対
す
る
支
援

策
と
し
て
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
、
と
再
度
訴
え

ま
す
。

　

市
民
生
活
部
長　

条
例

に
つ
い
て
は
、
国
の
法
制

化
に
向
け
た
動
き
を
注
視

し
な
が
ら
引
き
続
き
検
討

し
て
い
く
方
針
で
す
。
バ

ン
ク
制
度
は
、
先
行
自
治

体
が
人
口
減
少
を
食
い
止

め
る
施
策
と
し
て
実
施
し

て
い
る
の
で
那
珂
市
は
不

要
と
判
断
し
ま
し
た
。
ま

ず
実
態
調
査
を
実
施
し
、

現
状
を
把
握
し
ま
す
。

　

市
長　

地
域
の
実
情
を

調
査
し
、
し
か
る
べ
き
対

応
を
し
て
い
き
た
い
。

空
き
家
管
理
条
例
・
バ
ン
ク
制
度
を

空
き
家
管
理
条
例
・
バ
ン
ク
制
度
を

実
態
調
査
を
実
施
し
現
状
把
握
す
る

遠藤　実 議員

質問事項
１　産業の活性化について

２　空き家対策について

　

額
田
城
跡
は
民
有
地
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
り
今
後
保

存
整
備
し
て
い
く
上
で
文

化
財
指
定
区
域
全
体
と
し

て
が
望
ま
し
い
が
、
主
郭

と
な
る
本
丸
を
市
有
化
し

て
は
ど
う
で
す
か
。

　

ま
た
大
型
バ
ス
の
駐
車

場
も
兼
ね
て
整
備
に
つ
い

て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　

教
育
部
長　

額
田
城
跡

の
文
化
財
指
定
区
域
は

７
．
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ

り
、
道
路
等
を
除
く
と
土

地
は
民
有
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。
保
存
管
理
に
あ
た

り
土
地
の
所
有
者
の
承
諾

を
頂
き
地
域
の
方
々
の
協

力
を
得
な
が
ら
間
伐
や
下

草
、
遊
歩
道
の
整
備
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
中
世
の

城
跡
と
し
て
貴
重
な
歴
史

資
産
で
あ
り
新
た
な
歴
史

資
料
も
見
つ
か
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
発
掘
調
査
等

の
学
術
調
査
を
実
施
し
、

市
と
し
て
の
保
存
管
理
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
の
文
化
財
指
定
の
認
定

を
受
け
る
よ
う
進
め
て
い

き
な
が
ら
、
将
来
的
に
用

地
の
買
収
あ
る
い
は
環
境

整
備
も
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

駐
車
場
と
し
て
は
、
額

田
中
央
公
民
館
の
敷
地
に

つ
い
て
財
政
課
と
調
整
を

し
な
が
ら
額
田
地
区
の
自

治
会
の
方
と
も
調
整
を
図

り
大
型
バ
ス
が
停
め
ら
れ

る
方
向
で
考
え
て
お
り
ま

す
。

額
田
城
跡
の
土
地
の
市
有
化
に
つ
い
て

額
田
城
跡
の
土
地
の
市
有
化
に
つ
い
て

市
の
保
存
管
理
と
保
護
が
必
要
と
認
識

武藤博光 議員

質問事項
１　コミュニティ広場の設置

について

２　額田城跡の土地の市有化

について

３　バスターミナルと物産セ

ンターの計画を

一般質問　Q&A

市町村名 条例名

施行年月日 内容

年 月 日 勧
告

命
令

公
表

罰
則

代
執
行

群馬県渋川市 渋川市安全で安心なまちづくりの推進に関する条例 H18 2 20 ●

山形県舟形町 舟形町空き家等の適正管理に関する条例 H24 4 1 ● ●

茨城県牛久市 牛久市あき家等の適正管理及び有効活用に関する条例 H24 7 1 ● ● ●

秋田県にかほ市 にかほ市住みよい環境づくり条例 H24 9 25 ● ● ● ●

茨城県八千代町 八千代町空き家等の適正管理に関する条例 H25 1 1 ● ● ● ●

神奈川県横須賀市 横須賀市空き家等の適正管理に関する条例 H24 10 1 ● ● ● ● ●

　出典：国土交通省による都道府県への聞き取り調査結果（平成 25 年１月）

空き家等の適正管理に関する条例

まちめぐりマップ 遊歩道の散策 二の丸の作業様子
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日
本
原
子
力
発
電
は
、

東
海
第
二
原
発
の
基
準
適

合
審
査
の
申
請
に
当
た
っ

て
、
原
発
の
安
全
確
立
や

構
想
に
つ
い
て
、
議
会
や

住
民
に
何
ら
説
明
を
し
て

い
ま
せ
ん
。

　

原
子
力
規
制
委
員
会

は
、
原
発
の
再
稼
働
そ
の

も
の
は
判
断
せ
ず
、
あ
く

ま
で
も
基
準
を
満
た
す
か

ど
う
か
の
審
査
で
あ
る
と

し
て
い
ま
す
が
、
安
倍
政

権
は
、
原
発
推
進
を
変
え

ず
、
原
子
力
規
制
委
員
会

が
安
全
と
認
め
れ
ば
、
原

発
を
再
稼
働
さ
せ
る
狙
い

が
あ
り
ま
す
。
日
本
原
電

の
申
請
手
続
き
は
、
東
海

第
二
原
発
の
再
稼
働
を
実

現
す
る
も
く
ろ
み
が
あ
り

ま
す
。

　

議
会
や
住
民
に
は
、
十

分
な
情
報
を
提
供
し
、
話

し
合
い
の
場
を
持
つ
よ
う

市
長
は
原
電
に
申
し
入
れ

て
ほ
し
い
、
ま
た
原
発
事

故
の
時
の
避
難
計
画
は
で

き
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

　

市
長　

原
電
に
対
し
、

き
ち
ん
と
説
明
す
る
よ
う

議
会
と
同
様
に
申
し
入
れ

ま
す
。

　

危
機
管
理
監　

県
の
避

難
計
画
で
は
、
東
海
第
二

原
発
か
ら
30
キ
ロ
圏
内
の

市
町
村
も
参
加
し
て
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
避

難
先
が
い
ま
だ
確
定
し
て

い
ま
せ
ん
。
現
在
他
県
へ

の
避
難
も
含
め
て
調
整
を

し
て
い
ま
す
。

東
海
第
二
原
発
の
安
全
審
査
説
明
を

東
海
第
二
原
発
の
安
全
審
査
説
明
を

き
ち
ん
と
説
明
す
る
よ
う
求
め
る

質問事項
１　那珂市の地域興しについて

２　東海第二原子力発電所の再稼

働について

３　自然エネルギー利用の促進を

４　教育委員会制度改定と全国学

力テスト学校別公表について

　

市
道
の
中
に
は
緊
急
車

両
が
通
行
で
き
な
い
道

路
、
車
が
交
差
で
き
な
い

狭
い
道
路
、
砂
利
が
む
き

出
し
の
未
舗
装
道
路
が
あ

り
ま
す
。
子
供
た
ち
の
通

学
や
緊
急
時
の
対
応
を
考

え
る
と
早
期
の
解
消
が
必

要
で
す
。

　

例
え
ば
、
上
菅
谷
駅
南

側
の
大
宮
街
道
の
踏
切
は

道
幅
が
狭
く
、
歩
道
が
な

く
、
歩
行
者
や
自
転
車
が

車
に
接
触
し
か
ね
な
い
危

険
な
場
所
で
す
。
早
急
に

歩
道
整
備
を
す
べ
き
で

す
。

　

ま
た
、
近
年
の
気
候
の

変
化
に
よ
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨

に
対
応
す
る
た
め
の
雨
水

排
水
対
策
に
つ
い
て
と
、

本
市
の
道
路
行
政
の
方
針

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

建
設
部
長　

歩
行
者
の

安
全
性
の
観
点
か
ら
も
拡

幅
の
必
要
性
に
つ
い
て
は

認
識
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
拡
幅
条
件
等
に
つ
い

て
、
改
め
て
Ｊ
Ｒ
に
確
認

し
、
踏
切
拡
幅
に
つ
い
て

の
方
向
性
を
探
っ
て
い
き

ま
す
。

　

排
水
路
の
整
備
に
つ
い

て
は
円
滑
に
雨
水
処
理
が

で
き
る
よ
う
、
設
計
、
施

工
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　

市
長　

継
続
的
に
道
路

の
新
設
や
改
良
、
維
持
補

修
を
実
施
し
、
舗
装
率
の

向
上
に
努
め
ま
す
。
特
に

通
学
道
路
は
最
優
先
で
整

備
し
て
い
き
ま
す
。

ど
う
進
め
る
生
活
道
路
の
充
実

ど
う
進
め
る
生
活
道
路
の
充
実

舗
装
率
の
向
上
と
通
学
路
整
備
の
推
進

笹島　猛 議員

木村静枝 議員

質問事項
１　地域産業の活性化につい

て

２　公共施設の老朽化対策と

市道の現状について上菅谷駅南側の大宮街道の踏切

一般質問　Q&A

大飯原発差し止め訴訟判決

　一人ひとりの生存し、生活し、幸福を

追求する権利である「人格権が、公法、

私法を問わず、すべての法分野におい

て、最高の価値を持つ」とのべ、被害を

もたらす施設の運転差し止めを請求する

権利が住民に十二分にある。
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近
年
、
活
字
離
れ
が
指

摘
さ
れ
る
中
、
市
民
に
読

書
に
親
し
ん
で
も
ら
う
取

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
読

書
通
帳
を
導
入
す
る
動
き

が
各
地
で
見
え
始
め
て
お

り
ま
す
。こ
の
取
組
み
は
、

借
り
た
本
の
履
歴
を
目
に

見
え
る
形
で
残
す
事
に

よ
っ
て
、
子
供
を
中
心
に

市
民
の
読
書
へ
の
意
欲
を

高
め
る
効
果
が
期
待
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
現
在
各
自

治
体
に
お
い
て
図
書
館
利

用
の
推
進
を
図
る
た
め
、

地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

読
書
通
帳
の
導
入
は
効
果

的
な
取
組
み
の
一
つ
と
し

て
推
進
で
き
る
も
の
と
考

え
ま
す
。
市
と
し
て
読
書

通
帳
を
導
入
す
る
考
え
が

あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

教
育
部
長　

市
立
図
書

館
は
、
子
供
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
幅
広
い
住
民
の
知

識
の
道
し
る
べ
と
な
る
図

書
館
を
基
本
理
念
と
し
て

お
り
ま
す
。
子
供
た
ち
に

読
書
の
楽
し
み
を
知
っ
て

も
ら
い
親
し
ん
で
も
ら
う

機
会
と
し
て
、
お
は
な
し

会
、
こ
ど
も
図
書
館
ま
つ

り
を
定
期
的
に
開
催
し
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
継

続
、
充
実
す
る
事
で
読
書

意
欲
を
高
め
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

「
読
書
通
帳
」
導
入
に
つ
い
て

「
読
書
通
帳
」
導
入
に
つ
い
て

市
で
は
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
継
続

木野広宣 議員

質問事項
１　図書館利用推進について

２　農地改良制度について

　

２
０
４
０
年
の
人
口
推

計
、
那
珂
市
は
、
５
万
４

２
４
０
人
が
４
万
２
６
２

５
と
、
83
．
９
％
に
減
る

と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま

す
。

　

県
都
水
戸
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
し
て
、
執
行
部
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。
人
口
減
少
を
食
い
と

め
若
者
の
定
住
を
図
る
た

め
、
企
業
誘
致
、
働
く
場

所
、
そ
の
た
め
の
イ
オ
ン

の
那
珂
Ｓ
Ｃ
は
現
在
ど
う

な
っ
て
お
り
ま
す
か
。

　

子
育
て
支
援
と
し
て
、

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
、育
児
教
室
の
開
設
、

行
政
、
家
庭
、
企
業
な
ど

の
地
域
力
の
支
援
体
制
づ

く
り
、
更
に
各
地
域
に
保

育
所
の
考
え
も
必
要
と
思

い
ま
す
が
。

　

企
画
部
長　

冷
静
に
受

け
政
策
等
々
に
反
映
し
て

進
め
て
い
く
必
要
と
認

識
。
イ
オ
ン
Ｓ
Ｃ
は
、
全

員
の
同
意
に
つ
い
て
イ
オ

ン
と
地
権
者
調
整
で
時
間

が
か
か
っ
て
い
る
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

　

保
健
福
祉
部
長　

子
育

て
支
援
事
業
の
中
で
も
地

域
展
開
が
必
要
な
も
の
に

つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
つ

ぼ
み
」
を
中
核
と
し
て
今

後
も
子
育
て
世
帯
の
ニ
ー

ズ
に
対
し
き
め
細
か
に
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

人
口
減
少
に
つ
い
て

人
口
減
少
に
つ
い
て

冷
静
に
受
け
政
策
等
に
進
め
て
い
く

須藤　博 議員

質問事項
１　人口減少について

２　区域指定について

那珂市立図書館での取組み（おはなし会）

一般質問　Q&A

リヴェールキッズスクール（後台の民間学童保育所）
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上
菅
谷
駅
前
地
区
は
本

市
の
玄
関
口
で
あ
り
顔
で

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
賑

わ
い
づ
く
り
の
た
め
に
、

「
立
ち
止
ま
ら
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
場
所
の
創
出
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
市
民

や
観
光
客
に
も
嬉
し
い
と

思
わ
れ
る
こ
と
を
２
つ
提

案
し
ま
す
。

　

①
本
市
の
観
光
案
内
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
商
工
会

関
係
の
店
舗
案
内
、
市
民

活
動
団
体
等
の
案
内
、
児

童
等
の
作
品
展
示
な
ど
を

ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
掲
示

し
、「
那
珂
市
の
最
新
の

情
報
が
こ
こ
に
あ
る
」
と

言
え
る
よ
う
な
特
大
掲
示

板
を
設
置
し
て
は
ど
う

か
。

　

②
駅
か
ら
宮
の
池
公
園

通
り
に
か
け
て
、
市
が
主

体
と
な
っ
て
花
（
ハ
ン
ギ

ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
等
）
で

装
飾
し
て
は
ど
う
か
。

　

市
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　

市
長　

特
大
掲
示
板
に

つ
い
て
は
設
置
場
所
や
景

観
上
の
問
題
、
維
持
管
理

の
問
題
な
ど
解
決
す
べ
き

課
題
が
あ
る
た
め
、
調
査

研
究
を
し
て
判
断
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
ち
を
花
で
飾
る
こ
と

に
つ
い
て
は
大
変
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
す
。
よ
り

シ
ン
ボ
ル
的
な
緑
化
を
進

め
、
市
の
緑
化
政
策
の
先

導
的
役
割
を
担
え
る
よ
う

に
考
え
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
づ
く
り
を
提
案

ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
づ
く
り
を
提
案

課
題
を
整
理
し
て
前
向
き
に
検
討
す
る

質問事項
１　まちなか賑わいづくりに

ついて

古川洋一 議員

一般質問　Q&A

花（ハンギングバスケット）による装飾のイメージ 特大掲示板のイメージ

　

平
成
元
年
に
「
ふ
る
さ

と
創
生
を
考
え
る
会
」
が

町
民
等
か
ら
ア
イ
デ
ア
を

募
集
し
て
、
ハ
ー
ド
事
業

と
し
て
、
額
田
城
址
公
園

の
整
備
が
提
言
さ
れ
ま
し

た
が
、
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市

と
の
国
際
交
流
事
業
に
決

定
し
、
派
遣
生
徒
数
は

23
年
間
で
２
０
４
名
で

す
。
し
か
し
矢
祭
町
は
毎

年
中
学
３
年
生
全
員
が
派

遣
さ
れ
５
年
間
で
３
５
５

名
で
す
。
本
市
は
観
光
振

興
に
資
す
る
事
業
を
先
送

り
し
た
結
果
、
国
際
交
流

事
業
は
事
業
内
容
や
効
果

等
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
額
田
城
跡
の
土

塁
を
ゴ
ミ
処
分
場
と
し
た

結
果
、
蝿
や
鼠
及
び
悪
臭

等
に
悩
ま
さ
れ
た
の
で
、

土
塁
を
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で

削
り
廃
棄
物
に
土
を
被
せ

た
件
と
水
質
検
査
及
び
芥

の
撤
去
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　

教
育
部
長　

間
伐
材
な

ど
で
き
る
範
囲
で
搬
出
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
生
活
部
長　

土
塁

を
崩
し
た
の
は
文
化
財
保

護
法
の
観
点
か
ら
重
視
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水

質
検
査
は
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

額
田
城
跡
濠
跡
の
ご
み
撤
去
を

額
田
城
跡
濠
跡
の
ご
み
撤
去
を

間
伐
材
等
で
き
る
範
囲
で
搬
出
し
た
い

石川利秋 議員

質問事項
１　文化財保護行政について

２　ごみ焼却施設について
額田城跡濠跡の廃棄物
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編
集
後
記

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

委

員

長　

寺
門　
　

厚

　

副
委
員
長　

小
宅　

清
史

　

委　
　

員　

筒
井
か
よ
子

　

委　
　

員　

木
野　

広
宣

　

委　
　

員　

君
嶋　

寿
男

　

委　
　

員　

木
村　

静
枝

　

委　
　

員　

海
野　
　

進

木
野　

広
宣

　

今
年
も
電
力
不
足
に
備

え
た
節
電
の
夏
が
始
ま
り

ま
し
た
。
経
済
産
業
省
に

よ
る
と
、
午
後
２
時
ご
ろ

の
家
庭
の
電
力
使
用
割
合

は
エ
ア
コ
ン
が
58
％
、
冷

蔵
庫
17
％
、
照
明
６
％
、

テ
レ
ビ
５
％
と
、
エ
ア
コ

ン
の
使
用
の
工
夫
が
節
電

に
効
果
的
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
無
理
の
な
い
範
囲
で

熱
中
症
に
気
を
つ
け
た
上

で
、
家
庭
や
職
場
で
で
き

る
節
電
を
心
が
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

議 会 日 誌
４月 ５月

15日
16日
21日
24日
25日

30日

議会運営委員会
広報編集委員会
議員定数等調査特別委員会
広報編集委員会
全員協議会
議員勉強会
教育厚生常任委員会

8日
12日
13日
16日
19日

23日
24日
25日

産業建設常任委員会
総務生活常任委員会
教育厚生常任委員会
原子力安全対策常任委員会
議会運営委員会
全員協議会
全員協議会
議会報告会（ふれセンごだい）
議会報告会（ふれセンよこぼり）

平成26年第３回定例会開会予定

　この会期日程は、議案件数や一般質問者数に

よって変更になる場合があります。

　日程の変更や詳細については、議会事務局や議

会ホームページでもご案内しています。お気軽に

お電話、お立ち寄りください。

　また、請願・陳情を議会へ提出される場合は、

８月22日（金）までにお願いします。

議 会 日 誌議 会 日 誌

表
紙
に
寄
せ
て

　

上
菅
谷
駅
前
通
り
が

２
カ
月
に
一
度
、
巨
大

な
歩
行
者
天
国
に
な

る
。
１
０
０
店
を
超

え
る
お
店
、
20
を
超

え
る
イ
ベ
ン
ト
企
画

で
４
０
０
メ
ー
ト
ル

の
通
り
は
大
勢
の
人

で
埋
め
つ
く
さ
れ
る
。

２
０
１
１
年
10
月
に
第

１
回
が
行
わ
れ
て
以

来
、
毎
回
数
万
人
の
人

出
で
に
ぎ
わ
う
。
昨
年

は
「
地
域
づ
く
り
総
務

大
臣
表
彰
」も
受
け
た
。

●● 議会の傍聴について ●●

那珂市議会では、議会の本会議・全員協議会・

常任委員会・特別委員会を公開しています。

傍聴をご希望の方は、事前に会議の開催日や時

間をご確認の上、おいでください。傍聴の手続き

は、所定の用紙にご記入いただくだけで、どなた

でも傍聴できます。

お気軽においでください。

６月定例会の傍聴者数152人 （延べ人数）

◆◆議会録画映像を公開しています◆◆

　６月定例会の録画映像をインターネットで視聴

できます。「You Tube」の動画サイトに掲載し

ました。詳しくは、那珂市ホームページの市議会

のページをご覧ください。

那珂市ホームページ
http://www.city.naka.lg.jp/

那珂市議会のページ内の「議会中継」から
「You Tube」を開くことができます。

月日 曜 議　事　予　定

９・９ 火

本会議

○開会

○議案の上程・説明

９・11 木 本会議（一般質問）

９・12 金

本会議（一般質問）

○議案質疑

○議案の委員会付託

○陳情・請願の委員会付託

９・17 水 常任委員会

９・18 木 常任委員会

９・19 金 常任委員会

９・25 木 全員協議会

９・26 金

本会議

○委員長報告

○採決

○閉会


